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研究主題（３ヵ年）

①実社会につながる課題の解決等
を通じた問題発⾒・解決能⼒の
育成をめざし、 ②教科・科⽬等の
⾒⽅・考え⽅を働かせながら ③学
びの意義を⾒いだす実践とは



①実社会につながる課題の解決等を通じた
問題発見・解決能力の育成をめざし、
•STEAM教育を実践する上で、ターゲットとしたいことは
「実社会につながる諸問題」である。
•これからの社会はSDGsの実現や「SOCIETY5.0（超スマー
ト社会、創造社会）」の実現に向け、 多様かつ複雑な社会に
なっていく。
•正解が⼀つとは限らず、多⾯的なものの⾒⽅・考え⽅が必要
になってくる。
•多⾯的なものの⾒⽅・考え⽅を⾝に付けるためには、実社会
につながる課題を⾒いだすことのできる 問題発⾒⼒が求めら
れ、さらに問題を解決できるための知識・技術が必要 にな
る。



②教科・科目等の見方・考え方を働かせながら
•学校教育の軸は教科指導 である。それぞれの教科・
科⽬の⾒⽅・考え⽅を働かせながら教科⽬標の実現
を図っている。
•⼀⽅で、⼀教科・⼀科⽬という単⼀の学びだけで実
社会における問題を発⾒することや解決を⼗分に図
ることは考えにくい。つまり、教科指導の中で 教師
が「実社会につながる問題」を取り上げることで、
⾃教科の⾒⽅・考え⽅を働かせるだけでは 問題発⾒
や問題解決ができないということや、解決を図ろう
とする際に他教科の⾒⽅・考え⽅を 働かせるという
⾃覚を⽣徒に促すことが必要ではないだろうか。



③学びの意義を見いだす実践とは
•「実社会につながる諸課題」の解決のためには、 複
数教科を包含・融合しながら解決⽅法を検討・検証
していくことで、すべての学びに意義があり、価値
があることを⽣徒に⾃覚させたい 。
•また、受験指導は重要である（本校は「学⼒向上進
学重点校エントリー校」として、進学実績を⾼める
ことも求められている）。 ⽣徒の受験前後のキャリ
ア形成において、多様な教科（学問）に対して学ぶ
意義を⾒いださせることが確固たる進路選択の基盤
となると考える。そのためのSTEAM教育とも考え、
研究を推進する。



「指導」と「評価」の一体化を図りながら推進

•これまで研究してきた 「学習評価」の知⾒を
⽣かしながら【STEAM教育】の研究推進を
図っていきたい。
•単元計画の中で「実社会につながる諸課題」
について取り上げ、『アセスメント』を⾏い な
がら、資質・能⼒を育み、育成された資質・
能⼒を観点別に評価していくこと。
※学習評価に関しては、ホームページをご覧 く
ださい。



校内授業研究テーマ（令和４年度）

実社会の問題と教科との関
連を「問い」として取り上
げる



実社会の問題と教科との関連を「問
い」として取り上げる

設定の理由：
多様かつ複雑な社会をよりよく⽣きるために、 複数の教
科・科⽬の⾒⽅・考え⽅を働かせて問題発⾒・問題解決
を図る態度の育成を図る。
育成のためには、⽣徒に各教科の学びが実社会につなが
る諸課題との関連があることを⾃覚・ 実践させる。
令和４年度は単元指導や年間指導の中で ⾃教科の学びと
実社会の問題との関連を「問い」という形で⽣徒に投げ
かけ、問題発⾒や問題解決についてどのようなアプロー
チが必要か検討する事例を収集したい。



実社会の問題と教科との関連を「問い」として
取り上げる

•また、総合的な探究の時間（光陵ユニバース
：KU）においては、⽣徒が探究活動を⾏う際に
「問い」を設定するように指導しているが、
「問い」に対する「仮説」や「仮説の検証」に
対して複数の教科・科⽬の⾒⽅・考え⽅を働か
せながら探究できるようになることを⽬指す。
※テーマ設定時期１学年



職員研修会にて

５⽉26⽇実施（資料あり）
・研究主題及び令和4年度の校内授業研究
テーマの共有
・各教科ごとに、「教科から⾒る“実社会
につながる問い”」を複数個出してもら う。
※「各教科の問い⼀覧」は配付資料を参照



職員研修会

６⽉９⽇実施（資料あり）
・前回の「問い」から、単元計画を構想してみ
る。→今回の研究授業の種となった教科も。
①想定する科⽬ ②選択した「問い」
③「問い」を⽣徒に提⽰するタイミング
④想定される指導 ⑤想定される評価
⑥振り返り（実際にやってみたいか、ワクワク
するか）



生徒による授業評価

STEAM教育研究推進 指標

項⽬６
「授業で得た知識をもとに、⾃分の考えをまとめたり、課題の解
決⽅法を考えたりすることができた。」

本校独⾃項⽬①
「授業で与えられた問いや、⾃分で⾒い出した問いに対して、当
該単元の内容だけでなく、過去の授業で学んだことや、他教科で
学んだことを⽣かして考えたことがある。

本校独⾃項⽬②
「この授業において（またはこの授業をきっかけとして）、実社
会につながる課題について考えたことがある。



かなり当てはまる（＝４）、どちらかというと、あてはまる（＝３）の割合

R4 「知識から、まとめ、課
題解決方法」

問いを過去授業や他教科
での学びを生かして考え
た

実社会につながる問いに
ついて考えた

１回目 ２回目 １回目 ２回目 １回目 ２回目

３学年
①n=1605
②n=1304

４ 35.5 35.3 33.5 33.7↑ 29.0 31.3↑

３ 55.0 55.1 54.2 54.5 46.7 49.1

２学年
①n=2015
②n=1538

４ 28.8 33.9↑ 26.0 30.9↑ 23.5 28.0↑

３ 57.7 54.4 55.6 53.4 44.7 44.8

１学年
①n=3181
②n=3287

４ 34.2 36.3↑ 28.0 31.3↑ 30.9 34.7↑

３ 52.7 52.0 54.3 53.5 43.3 41.6

全体
①n=6801
②n=6129

４ 32.9 35.5↑ 28.7 31.7↑ 28.3 32.3↑

３ 54.7 53.2 54.7 53.7 44.5 44.0



総合的な探究の時間（1学年）

•「問い」に対する「仮説」や「仮説の検証」
に対して複数の教科・科⽬の⾒⽅・考え⽅を
働かせながら探究できるようになることを⽬
指す。
R4 「知識から、まとめ、課

題解決方法」
問いを過去授業や他教科
での学びを生かして考え
た

実社会につながる問いに
ついて考えた

１回目 ２回目 １回目 ２回目 １回目 ２回目

１学年
①n=230
②n=229

４ 51.7 45.0 39.6 48.0↑ 55.7 59.8↑
３ 42.2 48.9 50.4 47.6 37.8 35.4



この後の研究協議について

単元において育む資質・能⼒、及び本時の
内容に関する議論をお願いいたします。

※STEAM教育に関連するところでは、単
元計画の中に「３.実社会につながる問い
について」を記載しています。
また、今年度校内授業研究テーマに関する
ご意⾒を宜しくお願いいたします。



学習評価に関してはホームページに掲載

平成28年度〜令和３年度までの学習評価
に関する研究のまとめを掲載しています。
教育課程研究開発学校（新たな学習評価）としての研究成果物｜神奈川県⽴光陵⾼等学校

※特設サイトからもアクセスできます。

https://www.pen-kanagawa.ed.jp/koryo-h/kyouikukateikennkyuukaihatugakkoutoshitenokennkyuuseikabutu.html


リンク集

STEAM教育等の教科等横断的な
学習の推進について（⽂科省）

教育課程研究開発校（新たな学
習評価）としての研究成果物
（光陵⾼校ホームページ）


